
江戸時代に火消しの目印として使われた纏
(まとい)の象徴性を受け継いだ、特別表彰ま
といは、高さ約210cm・金銀箔や漆で仕上げ
られた豪華な儀礼用の纏として、消防団最高
位の名誉を示す象徴物となっています。

　私は宇土市にある不動産会社ナカフで働い
ています。会社が地域活動に理解を示し、緊
急出動や訓練にも安心して参加できています。
　火災現場で夜通し見守りを続けたこと、熊
本地震で地域巡回や高齢者の安否確認を行っ
たことなどは忘れられません。

　引っ越してきた私も、消防団
に入ったことで地域に知り合い
が増え、助け合える関係が広が
り、この地域をもっと好きに
なれたと感じています。

　先輩の誘いで同期と一緒に入団。消火競
技や訓練など活動の幅広さに最初は驚きま
した。最も印象的な経験は、倒れている人
にAEDを持って駆けつけた時のことで
す。震えながらも訓練のおかげで呼吸確認
やAED不要の判断ができました。
　状況は常に変わるため学び続け
ることが大切だと実感します。
経験を地域に伝え、いざという
時に冷静に動ける人を増やせる
よう、活動を続けたいです。

9 82026.6 2026.6


